






































て印をつける。4cmの正方形、4cm×8cm の長方形、4cm×12cm の長方形、底辺 8cm 高さ 4cm の直








図 1-1 ツリーの積み木の切り線 水性ペンで線の太さが 2mm にな
るように型紙を使って印をつける 


























































して接着する。（図 2-2）できた厚さ 4cm幅 8cmの材に型紙を使って、半径 7cmの半円とその半円を
三等分する線、三等分してできた形の直線の垂直 2 等分線の交点の印をつけた。（図 2-3）電動糸鋸で
切り、直径 5.5mm の穴を開けた。紙やすりで研摩して、上面に水性ペンキで着色し、その他の面は
オイルで仕上げた。直径 5mm の丸棒を 10cm に切って磨き、蝋燭に見立てた。また、直径 3cm の
木玉に直径 5mm長さ 5cm の丸棒をさして塗装し、苺やクリームに見立てた。それを穴にさして遊ぶ
ことができる。二段重にすると楽しいと思い、半径 5cm のケーキの積み木も製作した。（図 2-4） 





角の杉垂木を 2本接着し、半径 7cm の半円形の型紙を
使って印をつける。半径 6cm、5cm、4cm、3cm、2cm 
図 2-2 接着剤をつけクランプ
























木を製作した。縦 4cm横 4cm 高さ 4cmの立方体 4 個、縦 4cm横 8cm







  材料に杉垂木（4cm角）を使用し、長さ 4cm、8cm、12cm のものを各 4個切り（図 5-3）、紙や
すりで研摩し、積み木をつくる。全ての積み木の 4cm ごとの中央に直径 6 mm の穴をボール盤で開
ける。その積み木の半数に車をつける。 
 下から 1cm 端から 2cm の所に直径 6mmの穴を開け、長
さ 7cm、直径 5mm の車軸を差す。車輪には直径 3cm の丸
棒を 1cm の幅に切ったものを使う。ペグ用として、車軸と同











図 5-4 車の積み木 1 組 
図 3-1 タワーの積み木 
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